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NIH は 2008 年からの 5 年間で 190 億円以上の出資予定を発表し、欧州においても EUの
研究資金が投入されている。日本では大規模プロジェクトレベルの推進は無く、JST の
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クローン猫（右）は三毛猫（左）とゲノムが同一であるが毛皮模様や性格が異なる 

















































































































































































X染色体不活性化 哺乳類のメス XXは、オス XYとの遺伝子量の補
正のために、2 本の X 染色体の一つを不活性化
すること。

















タベースは ISI web of Knowledge























































































































　 さ ら に、 米 国 が ん 研 究 会 議
図表 3　エピジェネティクスに関する論文数の変化
科学技術動向研究センターにて作成
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図表4　エピジェネティクスに関する国別の論文数（2000-2008年）
科学技術動向研究センターにて作成
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る フ レ ー ム ワ ー ク FP6（2002 ─
2006 年）のプロジェクトとして、
12.5M ユーロを投入し、Epigenome 
Network of Excellence （NoE） を



























（The Japanese Society for Epi-





















１．がんの予防・診断・治療への応用୘೎߇ࠎߢߩࠛࡇࠫࠚࡀ࠹ࠖ࠶ࠢ⇣Ᏹߩ⸃᣿ ٧ ٧ ٤ ٤⸻ᢿ㧔߇ࠎߩ࡝ࠬࠢޔ߇ࠎߩሽ࿷ޔ߇ࠎߩᕈ⾰㧕߳ߩᔕ↪ ٧ ٧ ٧ ٧ࠛࡇࠫࠚࡀ࠹ࠖ࠶ࠢୃ㘼ಽሶࠍᮡ⊛ߣߔࠆᵴᕈ‛⾰ត⚝ ٧ ٤ ٤ ٧୘೎ㆮવሶߩࠛࡇࠫࠚࡀ࠹ࠖ࠶ࠢ⇣Ᏹࠍᮡ⊛ߣߒߚᴦ≮ߩ㐿⊒ ٌ ٧ ٤ ٤
２．がん以外の後天性疾患におけるエピジェネティック異常の解明 ٌ ٧ ٤ ٧ࠛࡇࠫࠚࡀ࠹ࠖ࠶ࠢ⇣Ᏹߩ⸻ᢿ߳ߩᔕ↪ ٌ ٤ ٤ ٤
３．エピジェネティック異常の誘発要因ࠛࡇࠫࠚࡀ࠹ࠖ࠶ࠢ⇣Ᏹࠍ⺃⊒ߔࠆⷐ࿃࡮↢ᵴ⠌ᘠߩⓥ᣿ ٤ ٧ ٤ ٧ᯏ⢻ᕈ㘩ຠߥߤޔࠛࡇࠫࠚࡀ࠹ࠖ࠶ࠢ⇣Ᏹ੍㒐ᴺߩ㐿⊒ ٤ ٧ ٤ ٧
４．化学物質安全性評価・試験系ⅣႺ߿ൻቇ‛⾰ߩࠛࡇࠫࠚࡀ࠹ࠖ࠶ࠢ⇣Ᏹ⺃⊒⢻ߩᬌ಴♽㐿⊒ ٤ ٧ ٤ ٤⢝ఽ᥸㔺ߦ߅ߌࠆࠛࡇࠫࠚࡀ࠹ࠖ࠶ࠢ⇣Ᏹ⺃⊒ലᨐߩ⸃ᨆ ٌ ٤ ٤ ٤
５．再生医療・細胞治療・細胞バンクࠢࡠ࡯ࡦޔiPS⚦⢩ޔES ٧ ٤ ٧ ٧ࠛࡇࠫࠚࡀ࠹ࠖ࠶ࠢୃ㘼ߩ⺃ዉߦࠃࠆ⚦⢩ߩಽൻ೙ᓮ ٌ ٤ ٤ ٤୘೎ㆮવሶߩࠛࡇࠫࠚࡀ࠹ࠖ࠶ࠢ೙ᓮߦࠃࠆಽൻ೙ᓮ ٌ ٤ ٤ ٤
６．検査・診断の機器・システム開発⎇ⓥࠍㅴ߼ࠆ਄ߢߩᛛⴚ࡮࠷࡯࡞㧔ࠪࡦࠣ࡞࠮࡞ߩන㔌࡮ಽᨆ╬㧕 ٧ ٧ ٧ ٧⸻ᢿ↪㜞ᗵᐲ࡮㜞♖ᐲࠛࡇࠫࠚࡀ࠹ࠖ࠶ࠢୃ㘼ᬌ಴ⵝ⟎ߩ㐿⊒ ٌ ٧ ٤ ٧⎇ⓥ↪ࠥࡁࡓ✂⟜⊛ࠛࡇࠫࠚࡀ࠹ࠖ࠶ࠢୃ㘼⸃ᨆⵝ⟎ߩ㐿⊒ ٧ ٌ ٌ ٤ٌ ٤ ٤ ٤⚵❱࡮୘૕࡟ࡌ࡞ߢߩࠛࡇࠫࠚࡀ࠹ࠖ࠶ࠢୃ㘼⸃ᨆᴺ ٤ ٤ ٤ ٧ࠛࡇࠥࡁࡓ࠺࡯࠲ࡌ࡯ࠬ᭴▽ ٌ ٧ ٌ ٤



































































































































































































































































た 15）。胃がんで高頻度に DNA メ
チル化が生じることが知られてい
る 7 遺伝子 8 領域について、ピロ
リ菌感染陽性者と陰性者から採取
した胃粘膜を解析したところ、陽













































































　エピジェネティクスにおける DNA メチル化は、DNA メチル基転移酵素（DNMT）により、生体内に存在する S─ア










阻害薬のタイプ 医薬品名 適応症 状況㧔2009ᐕ5᦬⃻࿷㧕
5-azacytidine 㧔໡ຠฬ Vidaza㧕 㛽㜑⇣ᒻᚑ∝୥⟲DNAࡔ࠴࡞ၮォ⒖㉂⚛㧔DNMT㧕㒖ኂ⮎
5-aza-2’-deoxycytidine 㧔decitabine㧕 㧔໡ຠฬ Dacogen㧕 㛽㜑⇣ᒻᚑ∝୥⟲
Suberoylanilide

















品 候 補 が あ る（belinostat, MGCD─
0103, panobinostat, romidepsin）24）。
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研究プログラムを図表 9 に示した。
　また、2009 年 3 月に NIH ロード
マップに関する研究成果報告会と
して、「ヒト疾患のエピゲノム変化
に 関 す る 顕 在 化 し て き た 証 拠
（ E m e r g i n g  e v i d e n c e  f o r 











Treatment of Neoplastic Disease）33）
というチーム参加型プロジェクト
































































究が 2007 年に NIH ロードマップ
上のプロジェクトに加わり、2008
年 1 月には以降の 5 年間で $190 
million（190 億円）以上の資金投入












MIT, UCSF, Ludwig institute for 
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researchޔ ࡑࠨ࠴ࡘ࡯࠮࠶࠷✚ว∛㒮ޔ࠹ࠠࠨࠬᄢቇ
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参加型プロジェクトは、同じく
FP6 により 12M ユーロ（4 億円）が
出資され、オランダなど 8 カ国が






















（2008 ～ 2015 年）のように、プロ
グラム内にエピジェネティクス研
究を含んでいるものがある。JST
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